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はじめに 

本書は，設備と機械の安全を構築するのに必須のリスクアセスメントの実施，それに続く

リスクの低減を，国際的に認められた正しいやり方で進めること，検証すること，そして妥

当性確認を実施して確かなものにすることを学んで頂くための設備・機械安全の講習会テ

キストである。 

リスクに基づく安全の考え方とリスクアセスメントは，安全の分野で世界の共通概念で

あり国際規格（ISO と IEC），JIS 規格で標準的な考え方が規定されている。国内でも労働

安全衛生法（第 28 条の 2，第 57 条の 3）や関連する厚生労働省の通達と指針でリスクアセ

スメントの実施方法が示されているように，リスクアセスメントは産業界において標準的

な手法である。 

リスクアセスメントはリスク分析とリスク評価から始まり，その結果でリスクの低減が

必要と判断されたときに，リスク低減に移行し３（スリー）ステップメソッドに従ってリス

クを低減し，各ステップにおいてリスクの見積り，リスクの評価とリスク比較を行い，意図

したリスクの低減が達成するまでこのプロセスを反復する。意図したリスクの低減が達成

したときに妥当性確認を行い文書化して一連のリスクアセスメントが終了する。 

このプロセスにおいて，これまで危険源の同定とリスク見積りに多くの時間と努力が割

かれる傾向にあり，「リスク評価」がほとんど行われていない，リスク低減の各ステップで

実施するリスク見積りが国際規格（JIS 規格として制定）の標準的な考え方に沿っているか

どうかの「検証」がきちんと実施されていない，さらには「妥当性確認」がとてもおろそか

になっているのが実情ではないだろうか。 

本書は，リスクアセスメントの危険源の同定とリスクの見積り（リスク分析）に続く， 

・リスク評価 

・リスク低減の考え方と実施 

・リスク低減の各ステップで実施するリスク評価および検証 

・妥当性確認 

・演習の進め方 

に焦点を合わせて講習会用テキストとして作成したものである。実際に講義を聞き演習に

参加して国際標準のリスクアセスメントとリスク低減を学んで頂きたい。特にリスク低減，

リスク評価，検証そして妥当性確認を必要とする設計者や生産技術者そして管理者にお薦

めしたい。 
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第１章 安全とリスク 
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 安全とは ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 1 

 用語 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 2 
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